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平
喜
世
さ
ん
の
琵
琶
語
り
と 

 
 

篠
笛
に
親
し
む
会
を
開
催 

 
 
 

～
富
山
中
学
校
体
育
館
で
～ 

富山のことをもっとよく知ろう平成27年3月・4月の行事 

 

今
年
元
日
の
９
年
ぶ
り
の

雪
に
は
、
多
く
の
方
が
び
っ

く
り
さ
せ
ら
れ
た
と
思
い
ま

す
。
朝

の

内

に

は

霰

が

降

り
、
こ
れ
は
大
し
た
こ
と
で

は
な
い
か
と
の
ん
び
り
と
お

雑
煮
を
食
べ
て
い
た
ら
、
そ

の
う
ち
に
あ
っ
と
言
う
間
に

山
や
田
が
白
く
な
り
、
初
詣

に
出
か
け
ら
れ
な
い
と
心
配

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
昼
か

ら
は
い
い
天
気
に
な
り
、
４

日
ま
で
い
つ
も
の
正
月
休
み

の
よ
う
に
の
ん
び
り
と
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 
 
 

地
域
づ
く
り
支
援
員 

◆
伏
姫
と
八
房
の
た
わ
言
◆ 

 
 

中
学
校
女
子
の
部
で 

 
 
 
 
 
 

渡
邉
瑠
花
さ
ん
が
準
優
勝
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

～
新
春
富
山
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
で
～ 

 

吉
沢
の
よ
ね
ざ
わ
夢
館

で
、
１
月
25
日
、
鴨
川
市
に

お
住
ま
い
で
ユ
ー
フ
ォ
ニ
ア

ム
（
金
管
楽
器
）
奏
者
の
吉
田

え
り
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
コ
ン
サ
ー

ト
は
、
「
米
澤
主
婦
の
会
」
の

会
員
に
、
吉
田
え
り
さ
ん
の
お

母
さ
ん
と
知
り
合
い
の
方
が
い

て
、
米

澤

組
（
伴

流
忠

夫

組

長
）
が
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で

ーふらっと通信ー 

楽
し
く
過
ご

せ

る

コ

ン

サ
ー
ト
を
計

画
し
、
参
加
を
呼
び
か
け
開

催
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、

そ
れ
ぞ
れ
家
か
ら
楽
器
や
音

の
出
る
も
の
（
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
に
石
を
入
れ
た
も
の
）
な

ど
を
持
ち
寄
り
、
よ
う
か
い 

 
 
 

 

１
月
18

日
、
第
47

回

新
春
富
山
ロ
ー
ド

レ
ー
ス
（
富
山
地
区

体
育
振
興
会
主
催
）

が
富
山
小
学
校
前
の

道
路
を
ス
タ
ー
ト
・

ゴ
ー
ル
に
、
５
つ
の

部
門
に
７
１
１
名
が

参
加
し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。 

 

当
日
、
約
３
㌔
の

中
学
校
女
子
の
部
に

出
場
し
た
富
山
中
学

校
の
渡
邉
瑠
花
さ
ん

が
、
11
分
24
秒
の
タ

イ
ム
で
準
優
勝
に
輝

き
ま
し
た
。 

 

白
鳩
保
育
園
（
古
山
真

理
子
園
長
）
の
新
年
キ
ラ

キ
ラ
会
が
１
月
31

日
に
行

わ
れ
ま
し
た
。 

 

今
年
も
、
地
域
の
繋
が

り
を
大
切
に
「
市
部
ボ
ラ

ン

テ

ィ

ア

チ

ー

ム
」
や

「
あ
ひ
る
の
会
」
の
協
力

で
、
園
児
の
餅
つ
き
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

 地域の繋がりを大切に 
     白鳩保育園で新年キラキラ会を開催 

体
操
第
一
や
ア
ン
パ
ン

マ
ン
の
テ
ー
マ
な
ど
15

曲
を
一
緒
に
演
奏
し
た

り
歌
っ
た
り
し
て
、
家

族
的
な
コ
ン
サ
ー
ト

に
、
会
場
は
暖
か
い
雰

囲
気
に
包
ま
れ
て
い
ま

し
た
。 

 小正月の行事を味わおう 
 ～生涯学習推進員企画講座を開催～ 

 

富
山
地
区
生
涯
学
習
推
進

員
が
企
画
し
た
「
小
正
月
の

行
事
を
味
わ
お
う
」
が
、
１

月
17

日
、
富
山
公
民
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

参
加
者
は
、
餅
の
代
わ
り

に
紙
粘
土
を
丸
め
て
、
発
泡

ス
チ
ロ
ー
ル
球
に
き
れ
い
な

布
を
縫
い
付
け
、
木
の
枝
に

挿
し
て
繭
玉
を
作
り
ま
し

た
。
最
後
に
、
お
汁
粉
を
み

ん
な
で
食
べ
、
古
き
よ
き
行

事
の
「
小
正
月
」
を
楽
し
み

ま
し
た
。 

 

「
ふ
ら
っ
と
」
で
は
遊

歩
道
や
史
跡
な
ど
の
看
板

整
備
を
行
い
、
地
域
を
大

切
に
思
う
心
を
育
む
ま
ち

づ
く
り
の
活
動
を
進
め
て

い
ま
す
。 

 

 

１
月
28

日
に
、
平
久

里
下
の
原
家
付
近
に
以
前

設
置
し
て
あ
っ
た
、
高
札

場
跡
の
立
て
看
板
を
復
活

さ
せ
ま
し
た
。 

 
 

 

２
月
４
日
、
富
山
中
学
校
体
育
館
で
、
琵

琶
演
奏
者
平
喜
世
さ
ん
の
「
琵
琶
語
り
と
篠

笛
に
親
し
む
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の

会
は
、
富
山
中
学
校
の
体
育
館
完
成
を
祝
っ

て
、
富
山
中
学
校
と
「
ふ
ら
っ
と
」
が
共
同

で
開
催
し
ま
し
た
。 

 

当
日
は
、
富
山
中
学
校
生
徒
や
一
般
の
方

を
合
わ
せ
て
１
５
０
人
が
、
薩
摩
琵
琶
に
よ

る
「
敦
盛
」
平
家
物
語
第
九
段
の
く
だ
り

や
、
竹
内
に
お
住
ま
い
の
佐
久
間
秀
雄
さ
ん
作

の
童
話
「
カ
ン
ザ
」
の
、
迫
力
あ
る
引
き
語
り

を
楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た
、
篠
笛
で
富
山
中
学

校
校
歌
な
ど
を
演
奏
。
き
れ
い
な
篠
笛
の
音
色

に
合
わ
せ
て
、
生
徒
や
一
般
参
加
者
も
一
緒
に

歌
っ
て
い
ま
し
た
。 

郷倉・高札場跡の看板を 
       復活・設置する  

（
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
す
る 

 
 
 

中
学
校
女
子
の
部
） 

（
古
き
よ
き
行
事
を
楽
し
む
） 

 ひなまつりを楽しもう！ 

 ふらっとでは、子どもたちと地域の
人のふれあいの場になる〞ひな祭りの
イベント〟を開催します。ぜひ、ご家
族で参加してください。 

日 時 ３月１日（日）10時～11時30分 
場 所 市部観音山（雨天時は富山公民館 
    多目的ホール） 
対 象 小学生以下のお子さんとその保護者 
内 容    どんぐりアート・おひな様の折り紙・ 
    竹トンボ・紙芝居・〇×クイズ・甘酒の 
             振る舞い（なくなり次第終了） 

問合せは、「ふらっと」まで、 
         ☎５７-３０００ 

（
以
前
立
て
ら
れ
た
場
所
に
設
置
）

遊びに 
きてね! 

（
迫
力
あ
る
琵
琶
語
り
を
披
露
す
る
平
さ
ん
） 

一
緒
に
演
奏
し
て
歌
い
、 

 

約
50
人
が
演
奏
を
楽
し
む 

（
持
っ
て
き
た
楽
器
で
、
皆
で
楽
し
く

一
緒
に
演
奏
） 

♬ 

（交替で餅つきをする園児） 

日 時間 行事名 主な内容  場  所 主 催 

３/５ 13：30～ 3年生を送る会  富山中学校 富山中学校 

卒園卒業式 ３月 /１３日中学校9:30   １８日幼稚園9:00 小学校10:00  ２８日白鳩保育園  10：00 

入園入学式 ４月 / ７日中学校9:30     ８日幼稚園 9：15  小学校  10：15   ２５日白鳩保育園 10：00 
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○○岩井駅花壇清掃活動   2月26日（木）９時30分～  
        毎月いわい案内人の会と一緒に行っています。 
○運営委員会       2月26日（木）18時30分～  

 平成26年2月の「ふらっと」会議・活動予定 

ーふらっと通信ー 

 

 

私
が
考
え
る
地
域
づ
く
り
と
は
、
「
気
付
き
、
提
案
し
て
、
す

ぐ
に
実
行
す
る
こ
と
」
が
大
切
と
考
え
て
い
ま
す
。
気
が
付
き
提

案
す
る
ま
で
の
人
は
多
い
で
す
が
、
実
行
ま
で
す
る
人
は
少
な
い

と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
よ
く
散
歩
す
る
道
に
大
き
く
枝
が
ぶ
ら

下
が
り
、
歩
く
の
に
支
障
が
き
た
す
所
を
、
関
係
す
る
団
体
・
個

人
に
提
案
し
て
解
消
す
る
こ
と
で
す
。
「
不
都
合
な
事
や
不
便
な

事
な
ど
を
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
こ
と
が
嫌
い
な
性
格
」
と
、

自
分
を
自
己
判
断
し
て
い
ま
す
。 

 

現
在
、
私
は
山
田
区

長
と
富
山
地
区
区
長
会

長
を
仰
せ
つ
か
っ
て
い

ま
す
。
富
山
地
区
の
区

長
は
１
年
任
期
と
決

ま
っ
て
お
り
、
区
長
の

仕
事
と
い
う
も
の
が
わ

か
り
か
け
た
と
こ
ろ
で

交
代
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
南
房
総
市
の
他

地
区
の
区
長
は
長
い
人
で
10
年
以
上
の
方
も
い
れ
ば
、
２
年
任

期
で
変
わ
る
地
区
が
多
い
よ
う
で
す
。
区
長
と
し
て
相
談
を
受
け

て
、
地
域
の
課
題
を
す
ぐ
に
解
決
で
き
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

時
が
た
た
な
い
と
解
決
し
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
こ

の
区
長
の
任
期
に
つ
い
て
は
、
後
任
の
区
長
さ
ん
に
引
き
継
い

で
、
実
現
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
県
道
の
景
観
に
つ
い
て
は
、
県
か
ら
の
委
託
を
受
け
て

業
者
が
県
と
契
約
し
て
道
路
維
持
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
道

路
維
持
を
県
が
区
と
契
約
し
て
い
た
だ
き
、
区
民
が
年
何
回
か
草

刈
り
等
を
行
っ
て
い
け
ば
、
区
の
財
産
の
増
進
に
な
り
区
民
同
士

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
増
進
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
仕
事
や
散
歩
で

よ
く
利
用
す
る
道
路
が
、
い
つ
で
も
き
れ
い
に
な
っ
て
い
れ
ば
気

持
ち
の
よ
い
も
の
で
す
。 

 

気
付
き
、
提
案
し
て
、
す
ぐ
に
実
行
す
る
こ
と 

     山 田 
 川 名 初 夫さん        

私の考える地域づくり㊸ 

 

今
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

大
河
ド
ラ
マ
は
「
花

燃
ゆ
」
で
、
吉
田
松

陰

の

妹
「
杉

文
」

（
す
ぎ
あ
や
）
の
生

涯
を
描
い
た
ド
ラ
マ

で
す
。
そ
こ
で
今
月

は
吉
田
松
陰
と
富
山
の
関
係
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

嘉
永
四
（
１
８
５
１
）
年
、
松
陰
は
長
崎
で
親
友
に

な
っ
た
熊
本
藩
士
宮
部
鼎
蔵
（
み
や
べ
て
い
ぞ
う
）

と
、
同
年
六
月
に
相
模
・
安
房
沿
岸
の
防
備
状
態
調
査

た
め
江
戸
出
発
、
一
七
日
浦
賀
に
泊
っ
た
。
こ
の
視
察

に
つ
い
て
「
房
相
漫
遊
日
記
」
（
宮
部
鼎
蔵
書
）
の
中

に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

（
嘉
永
四
年
六
月
） 

 

一
八
日
晴
、
船
に
乗
り
竹
岡
に
上
陸
、
竹
岡
は
会
津

藩
の
防
備
担
当
で
、
砲
台
い
た
。
海
に
そ
っ
て
南
下
す

る
と
，
大
六
竜
島
・
勝
山
を
経
て
市
部
へ
午
後
四
時
に

着
き
、
村
舎
（
田
舎
の
家
）
に
泊
っ
た
。
（
泊
ま
っ
た

家
は
不
明
） 

 

一
九
日
晴
、
朝
、
村
舎
を
出
て
不
入
斗
（
高
崎
）
・

小
浦
を
過
ぎ
小
浦
坂
を
登
る
と
眺
望
よ
く
、
下
っ
て
南

無
谷
を
通
り
岡
本
川
を
渡
る
。
多
田
良
・
船
形
・
川

名
、
那
古
の
海
に
沿
っ
て
正
木
・
湊
・
八
幡
・
北
条
・

長
須
賀
・
館
山
・
宮
城
・
笠
名
・
塩
見
・
波
左
間
・
坂

田
・
洲
崎
と
右
に
海
、
左
に
山
を
見
た
。
洲
崎
砲
台
に

も
砲
五
門
が
築
か
れ
て
い
た
。
来
た
道
を
戻
り
、
館
山

の
宿
屋
に
宿
泊
し
た
。 

（
日
記
の
一
部
を
紹
介
し
ま
し
た
） 

 
吉
田
松
陰
は
市
部
に
泊
っ
た 

１
月
18
日
に
「
水
仙
が
咲
き
誇
る
水
仙
遊
歩
道
を

歩
き
ま
す
」
を
、
30
人
が
参
加
し
て
行
い
ま
し
た
。 

参
加
者
は
富
山
公
民
館
駐
車
場
を
ス
タ
ー
ト
し
、
検

儀
谷
か
ら
古
道
を
通
り
鋸
南
町
田
子
台
・
嶺
岡
林
道
を

歩
き
、
旧
勝
善
寺
跡
の
石
碑
が
あ
る
展
望
台
で
ひ
と
休

み
、
こ
こ
か
ら
二
部
の
水
仙
遊
歩
道
に
入
り
、
多
く
の

ハ
イ
カ
ー
と
す
れ
き
が
い
な
が
ら
水
仙
を
鑑
賞
し
ま
し

た
。
勝
善
寺
で
住
職
か
ら
後
藤
義
光
の
彫
刻
の
話
を
聞

き
、
富
楽
里
で
無
料
の
富
楽
里
鍋
を
味
わ
い
な
が
ら
お

弁
当
を
広
げ
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
、
市
部
の
観
音
山

で
合
唱
団
大
地
の
合
唱
を
鑑
賞
し
、
合
戸
で
水
仙
狩
り

を
楽
し
み
帰
っ
て
来
ま
し
た
。
大
地
の
皆
さ
ん
に
は
、

き
れ
い
な
歌
声
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

参
加
者
の
一
人
か
ら
は
「
こ
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
歩

く
だ
け
で
な
く
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
で
地
域
の
歴
史
等
に

つ
い
て
の
説
明

が
あ
り
、
富
楽

里
水
仙
ま
つ
り

を
楽
し
み
、
彫

刻
や
合
唱
の
鑑

賞
、
童
話
や
民

話
の
朗
読
、
水

仙
狩
り
な
ど
盛

り
だ
く
さ
ん

で
、
充
実
し
た

１
日
だ
っ
た
」

の
声
が
あ
り
ま

し
た
。 

水
仙
に
後
藤
義
光
の
彫
刻
等 

盛
り
だ
く
さ
ん
の
ウ
ォ
ー
ク
を
満
喫 

（きれいなハーモニーを聞かせてくれた合唱団大地）） 

わがふるさと富山㊵ 

ふ
る
さ
と
富
山
を
参
照 

 

今
回
の
ウ
ォ
ー
ク
は
、
嘉
永
４
年
に
吉
田

松
陰
が
歩
い
た
古
道
を
含
め
、
岩
井
か
ら
富

浦
町
ま
で
歩
き
ま
す
。 

 

期 

日 

平
成
27
年
３
月
９
日
㈪ 

 
 
 

雨
天
の
場
合
は
10
日
㈫
に
延
期 

 
 

募 

集 

30
人
程
度
（
応
募
が
９
人
以 

 
 
 
 
 

下
の
場
合
は
中
止
） 

 
 

集 

合 

富
山
公
民
館
に
９
時
30
分
ま 

 
 
 
 
 

で
に
集
合 

 
 

参
加
費 

９
０
０
円
（
弁
当
代
・
電
車
賃
、 

 
 
 
 
 

保
険
・
資
料
代
） 

 
 
 

 
 
 

 

 
 

持
ち
物 

飲
み
物
・
雨
具
・
保
険
証 

 
 

コ
ー
ス
と
内
容
（
総
距
離
約
10
㌔
） 

※
「
房
州
と
吉
田
松
陰
」
に
つ
い
て
説
明 

 

集
合
場
所
10
時
発
～
勝
岩
ト
ン
ネ
ル
～
市 

 

部
瀬
旧
道
～
検
儀
谷
～
農
協
～
岩
井
川
沿 

 

い
～
久
枝
・
高
崎
～
小
浦
（
ト
イ
レ
休
憩 

 

及
び
昼
食
を
済
ま
せ
11
時
45
分
発
）
～ 

 

南
無
谷
道
～
富
浦
町
南
無
谷
・
豊
岡
の
海 

 

岸
沿
い
と
小
三
郎
坂
～
Ｊ
Ｒ
富
浦
駅
（
上 

 

り
14
時
12
分
発
の
電
車
）
～
Ｊ
Ｒ
岩
井 

 

駅
（
14
時
18
分
着
）
～
市
部
交
差
点
～ 

 

岩
井
川
沿
い
～
富
山
公
民
館
（
14
時
50
分 

 

ご
ろ
解
散
予
定
） 

申
込
み
及
び
問
合
せ 

 

富
山
地
域
づ
く
り
協
議
会
「
ふ
ら
っ
と
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

☎
57
‐
３
０
０
０ 

 

吉
田
松
陰
が
歩
い
た 

 
 

 
 

古
道
を
歩
き
ま
す 

里美発見伝ウォーク12 

岩
井
の
後
藤
派
彫
刻
に
つ
い
て 

 
  

～
高
崎
浜
下
の
屋
台
を
中
心
に
～ 

 

岩
井
地
区
に
は
後
藤
義
光
や
そ
の
弟
子
の
彫
刻

作
品
が
数
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
研
修
会

は
、
岩
井
地
区
に
残
る
後
藤
義
光
や
そ
の
弟
子
の
後

藤
義
信
、
後
藤
義
久
、
後
藤
正
明
に
つ
い
て
、
取
り
上
げ
ま

す
。
特
に
、
高
崎
浜
下
の
屋
台
の
彫
刻
は
、
義
光
の
作
品
の

中
で
も
注
目
さ
れ

て
い
る
作
品
で
す

の
で
、
こ
の
彫
刻

の
素
晴
ら
し
さ
等

に
つ
い
て
、
多
く

の
方
に
知
っ
て
も

ら
い
た
い
と
企
画

し
ま
し
た
。  
 

    

 

日 

時 

３
月
６
日
（
金
）
午
後
２
時
か
ら
３
時
30
分 

 

場 

所 

富
山
公
民
館
講
義
室 

 

対 

象 

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。 

 

講 

師 

青
木
徳
雄
さ
ん
（
千
倉
に
お
住
ま
い
の
方
で
、 

 
 
 
 

安
房
の
歴
史
に
造
詣
が
深
く
、
８
月
の
里
美
発
見 

 
 
 
 

伝
ウ
ォ
ー
ク
時
に
、
浜
下
の
屋
台
に
つ
い
て
わ
か 

 
 
 
 

り
や
す
く
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
） 

 

申
込
み
・
問
合
せ
は
、
「
ふ
ら
っ
と
」
ま
で
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

☎
57
‐
３
０
０
０ 

 

研修会の 
参
加
を
募
集

 

（高崎浜下の義光作の屋台） 

（上 ： 通 し

柱に見事な

竜の彫刻） 

ーふらっと通信ー 


